
R８管理不全予防・改善支援事業（伴走型）の概要

○管理組合や管理規約がない等、管理不全の兆候があり、区分所有者のみでは管理の適正化が困難なマンションの

管理運営を支援するため、一定期間、マンション管理士を管理組合の役員等として無料で派遣する事業を開始

○最大５件のマンションを対象に、区市と連携しながら、以下の内容を実施

１ 支  援  対  象

（１）～（３）の全てを満たすマンションの区分所有者

(1) 都条例に基づく要届出マンション

(2) 都条例に基づく管理状況の届出を行っていること

(3) 以下の４つの全てに該当するマンション又は

  これに相当すると都が認めるもの

「管理組合がない」、「管理者等がいない」、「管理規約がない」、「総会開催がない」

２ 支援のゴール 管理組合運営の体制構築（管理費・修繕積立金の適正化を含む。）

３ 支 援 の 期 間 支援対象マンションの決定の日から原則２年間

４ 主な支援内容 ・区分所有者に対する本事業の説明、支援対象マンションの状況調査

・区分所有者に対する支援提案、総会開催準備

・外部管理者方式等を活用した管理適正化の導入、支援      等

５ 支 援 終 了 後 役員の成り手を見つけるか、外部管理者等を自費で継続するかどちらかを選択

６ 対象となる住宅は公募  ６／30～10／30（次頁参照） その他区市と連携し情報交換（６月アンケート実施）

【参考】 令和７年度事業 支援対象マンションとして決定（２自治体）
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